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私たちが行った調査（平成23年厚生労働省健康増進等事業）では、
在宅療養者のうち定期的に歯科を受診している人の割合は15％に過

ぎません。在宅療養者の多くは口腔内に問題を抱えながら、歯科との
アクセスが途絶えていると言えます。一方、日本人の死因の第3位は

肺炎で、人口の高齢化に伴い肺炎による死亡は今後も増加すること
が予想されています。肺炎のリスクは、口腔環境の悪化、摂食機能
の低下、低栄養であるといわれ、歯科の支援が必要です。しかし、入
院中に肺炎の治癒をみてもこれらの肺炎に対するリスクを抱えたまま、
退院に至っている場合も多く、肺炎の再発によって、再び入院する
ケースが後を絶ちません。そこで、繰り返す肺炎の発症を未然に防ぐ
ために、入院中から在宅療養にかけての一貫した口腔支援が必要で
あると考えます。 

先進的な地域歯科連携モデル始まる！ 

Topic! 口腔ケアの落とし穴！ 
口腔内の細菌は、一日の中でどのように変化しているのでしょうか？ 
特別養護老人ホームに入居する要介護高齢者1名を対象に、口腔内細菌数
を測定した結果をご紹介いたします。 

唾液中の細菌数の変動は、起床直後の口腔内が最も汚れていることが分か
りました。しかしながら、重要な点はもう一つあり、口腔ケアを行った直後に細
菌数の著しい上昇が見られたことです。これは口腔ケアによって唾液中の細
菌数が増えたことを示しています。口腔ケア時のブラッシングは歯垢（プラー
ク）を機械的に歯面から削ぎ落とし、それは口腔内に落下します。口腔内に落
下した細菌塊は、通常、含嗽（うがい）や唾液の嚥下によって口腔外へ排出さ
れるか、胃酸によって多くの細菌は死滅します。一方、要介護高齢者の多くは
含嗽が困難で、効率良く口腔外へ排出することが困難です。従って、口腔ケ
アを行う際には、「破壊」と「回収」を意識して行うべきであると考えます。「破
壊」とは、歯ブラシや歯間ブラシ、ワンタフトブラシなどで汚れを擦り落とすこと
で、「回収」とは、擦り落とした細菌塊をいかに口腔外へ排出するかを意味し
ます。その方法として、吸引器で口腔内に貯留した唾液を吸引したり、ガー
ゼ・口腔ケアウェットティッシュなどで拭い取ったりすることが必要になります。 
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そこで、三鷹市にある医療法人財団慈生会野村病院と連携し、入院中から退院後を視野に入れた口腔支援の取り組み
と、退院時カンファレンスを介した、在宅医療、在宅歯科医療との連携体制を構築し、口腔支援を中心とした介護の重症
化予防、生活の質の向上、地域における人材育成を目途とした地域連携モデルを実施しています。このモデルには、地
域の歯科医師会の協力を得ています。先進的な地域歯科連携モデルとして注目ください。 



日本歯科大学 口腔リハビリテーション多摩クリニック 
  
・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前 
・連絡先  〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19  
℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212 
・診療時間  午前9：30-12：00  午後13：00-17：00（最終予約16：00） 
        ※予約制 
・外来   

  月 火 水 木 金 土 

摂食外来  おとな ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

            こども ○ ○ ○ 〇   ○ 

言語外来 ○ ○ ○ ○   ○ 

スペシャルニーズ歯科外来   ○       ○ 

口腔外科外来 ○           

                                                                                                                                               年末年始・創立記念日・祝日を除く。 
・訪問口腔リハビリテーション   
・訪問嚥下機能評価（VEほか）   
・訪問栄養指導           随時ご相談ください。 
・ＣＴ撮影サービス   
  
多摩クリニック専用の診療情報提供書をご用意しております。多摩クリニック事務部までお問い合わせください。 
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こども研修会情報 

連携研修会のお知らせ 
 

在宅歯科医療研究会 
第３回；   ９月１２日（木）１８時半～ 
第４回；１１月２１日（木）１８時半～ 

 
臨床カンファレンス 

第５回；１２月１２日（木）１９時～ 

 
お申し込みはＦＡＸ；042-316-6212まで 

クリニックでは、旧暦七夕に合
わせて患者さんにお願いごとの
短冊を下げていただきました。
ご自身の健康を願う方、お子さ
んの成長を願う方、など、いくつ
もの素晴らしいお願いごとの短
冊が鈴なりになり、とても綺麗
です。８月中は笹を飾っており
ますので、ぜひご覧ください。 

７月２４日（水）、クリニック３階の研修室にて、
平成２５年度第１回摂食・嚥下研修会～発達
期編～（こども研修会）をおこないました。今年
度は特別支援学校の先生や栄養・調理関係
の方々と一緒に、共通認識をもって地域連携
を図ることを目的に、人数限定で開催させて
いただいております。参加された方々は、摂食
指導の経験の無い方から経験年数１６年以
上！という超ベテランの方までさまざまでした。
研修後、摂食指導で困っていることについて
お伺いしたところ、摂食機能の評価や食形態
の変更の指針、介助方法が統一化しきれない、
など、現場ならではのお悩みが多く聞かれま
した。 

この研修会を通じて、地域のこども達が美味
しく、楽しく、安全に食事ができ、そして適切な
時期に機能を伸ばしていけるよう、地域全体
の取り組みの足掛かりを作っていきたいと考
えています。 

この研修会は人数限定なのですが、今後、多
職種参加型のこども研修会も企画いたします。 

イベント ☆旧暦七夕祭り☆ 

認知症高齢者に対する治療指針は？ 

今後も増加することが予想されている認知症高齢者。歯科においても適切な対応が必要と
なっています。認知症は認知機能の低下と同時に後期には運動機能の低下も示すために咀
嚼障害が出現し、ゆくゆくは嚥下機能も侵され肺炎で多くの方は命と落とします。下にステー
ジに応じた目標と治療指針を示しましたので参考にしてください。多摩クリニックでは、認知高
齢者に対する静脈麻酔などを利用する集中治療を行っていますのでご相談ください。 


